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☆表紙
☆静岡市内でも梅毒感染者が増えています！
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梅毒トレポネーマという細菌が原因で発症する病気で
す。
性行為により口や性器から感染します。皮膚の傷口か

ら感染することもあります。
口や性器に、しこりやただれができたり、全身に発疹

が出たりしますが、症状は様々です。一時的に症状が消
えて治ったように見えても、数年後に心臓や脳に障害を
もたらすことがあります。
また、妊娠している時に感染すると、お腹の胎児にも

感染してしまうおそれがあります。
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静岡市内でも梅毒感染者が増えています！

梅毒とは

（引用：厚労省HP）

全国的に梅毒感染者数が増加していますが、静岡市内
でも同様に増加傾向にあります。
梅毒は治療可能な病気です。ただ、その症状は一様で

はないため、感染者自身が自覚するのが遅くなることも
あり、治療が遅れると重篤な症状につながります。
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早期発見、早期治療が大事です

静岡市では、梅毒だけでなくHIVやクラミジアも含
めた性感染症の匿名検査、相談を無料で実施していま
す。
感染したおそれがあったり、不安を抱えているよう

でしたら、ぜひご利用ください。

●保健所保健予防課HP
https://www.city.shizuoka.lg.jp/s9437/s003390.html

検査風景（環境保健研究所）


